
 

 

 

 

 
 
 

 

  

 

 5 月 19 日（月）５・６年生を対象に「薬物乱用非行 

防止教室」が行われました。この日は、帯広警察署生活 

安全課少年係の早川さんがお話をしてくださいました。 

 まず、5 年生が非行防止についての学習をしました。 

誰もが被害者に、そして加害者にもなりうる「いじめ」 

のお話では、友達の持ち物にいたずらをしたり、ＳＮＳ 

に悪口を書き込んだり、小さな悪ふざけや面白半分での 

行動が「いじめ」に繋がるという怖さを学びました。 

「まさかこんなことで・・・」という軽はずみな考えから、家族や周り 

の人たちにまで大きな悲しみを与えてしまうというお話は、子どもたち 

の心に深く刻まれたようです。 

 6 年生は薬物乱用防止の学習として、覚せい剤や大麻などの「薬物の 

害」についてお話を聞きました。「1 回だけなら大丈夫！」という気持ち 

で使用してしまう高校生などが、依存症や強い記憶障害、精神障害となっ 

てしまう例は衝撃的でした。 

この帯広・十勝でも数多くの犯罪行為やトラブルに巻き込まれたり、薬 

物乱用により検挙されたりした少年少女を見ている早川さんは、子どもた 

たちへ多くのメッセージを残してくださいました。 

「悩んだら大人に相談すること」「断る勇気をもつこと」「正しい知識をも 

つこと」『薬物乱用や犯罪を犯すと「みなさんの大切な夢は叶えられなくなるんです」』子どもたち

にとって、生き方を考える大切な 1 時間となりました。 

  

【児童の振り返り】これからの自分・・・ 

・これからの生活で、自分や友達がいじめにあった 

ら先生や警察にも相談しようと思った。自分の命、人 

の命を大切にしていきたい。 

・ＭＤＭＡのようなかわいい薬に騙されない。1 回だ 

けという気持ちで人生や夢を狂わせたくないと思った。 

・自分には関係ないとおもっていたけど、身近にある 

ことに驚いた。断る勇気をもつことをこれからの生活 

では、大切にしてきたい。 

・正しい知識をもつ。夢をかなえたいので、断る勇気と誘惑に負けない気持ちで生きていく。 
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